
■開催概要

●第62回 NGKスパークプラグ杯 2026鈴鹿サンデーロードレース最終戦
●開催日	 ：	 2026年11月7日（土）・8日（日）
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●開催クラス	 ：	 インターJSB1000、インター／ナショナルST1000・J-GP3・ST600・JP-SPORT

●シリーズ名称	 ：	 2026鈴鹿サンデーロードレース第3戦
●主催	 ：	 ホンダモビリティランド株式会社 鈴鹿サーキット
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●参加台数	 ：	 総参加台数／242台
		  CBR250R Dream Cup........................................................................................... 39台
		  CBR250RR Dream Cup........................................................................................ 37台
		  インターJP-SPORT....................................................................................................6台
		  ナショナルJP-SPORT............................................................................................. 24台
		  インターJ-GP3..........................7台（内、HRC NSF250R Challenge………1台）
		  ナショナルJ-GP3...................11台（内、HRC NSF250R Challenge………5台）
		  インターJSB1000................................................................................................... 13台
		  ナショナルST600.................................................................................................... 43台
		  インターST1000..................................................................................................... 21台
		  インターST600........................................................................................................ 16台
		  ナショナルST1000................................................................................................. 25台
●開催日	 ：	 2026年8月1日（土）・2日（日）
●天候・路面	 ：	 8月1日（土）／晴れ・ドライ、2日（日）／晴れ・ドライ         

CBR250R Dream CupおよびCBR250RR Dream Cup（写真）の2カテゴリーでは最終戦となる今回の第3戦にてシリーズチャンピオンが決まった

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイ
ントランキング等の各種詳細情報は鈴鹿サーキット
公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

★レース写真は、バトルファクトリー様のwebサイトにて
　ご購入いただけます。
https://www.battle.co.jp/

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
https://www.battle.co.jp/


灼熱の太陽のもと開催された鈴鹿サンデー第3戦
チャンピオンが決まったカテゴリーも！

全日本ロードレース選手権やその先へとつながる競技志向の強い2輪レースシリーズ。それが鈴鹿サンデーロード
レースだ。4月25日（土）・26日（日）にその2026年シーズンが開幕し、6月6日（土）・7日（日）の第2戦を経て、今回8月1日

（土）・2日（日）に第3戦が開催された。

前戦の第2戦では全カテゴリーのポールシッターが開幕戦と全くの同一という珍しい現象が起こった。これには2025
年の東コース改修に続き、2026のレースシーズンINを目前に西コースエリアも路面張り替え工事が行われ、路面のグ
リップが向上したことが関係しているようだ。それもあって第2戦の公式予選ではコースレコードが更新されたカテゴ
リーもあった。今回は路面温度が高かったため、コースレコードが更新されることまではなかったが、それでも初日8月1
日（土）の公式予選から激しいタイムアタック合戦が披露された。また、翌2日（日）のインター／ナショナルJP-SPORT、イ
ンター／ナショナルJ-GP3の決勝レースでは小排気量・軽量級カテゴリーならではの接戦が展開された。

今回の第3戦ではいつも通りCBR250R Dream CupおよびCBR250RR Dream Cupの公式予選と決勝レースが初日の
1DAYで行われた。この2カテゴリーはマシンがワンメイクであるため、ただでさえ激しい展開となることが多いが、今回
がともに最終戦でシリーズチャンピオンが決まるということもあり、いつも以上に白熱したタイムアタック合戦と接戦が
披露された。「ダンロップ杯グランドチャンピオンシップ」と併催されたCBR250RR Dream Cupの決勝レースは特にバト
ルが激しかった。加えて、インター／ナショナルJ-GP3の両カテゴリーでもシリーズチャンピオンが決まった。

次戦は「NGKスパークプラグ杯」という大会名称で知られる伝統の一戦。日本特殊陶業株式会社様のご協賛のもと開
催されるこのレースで全カテゴリーのシリーズチャンピオンが正式に決まる。是非ご注目いただきたい。

レースウィーク中は3回に渡ってMFJテクニカルアドバイザーの小澤源男氏による講習会が開催され、ライディングやマシンセッティングについてレクチャー



レースレポート（1）
■CBR250R Dream Cup

今大会初の公式セッションとなったのはランキング9番手までにシリーズチャンピオンの可能性が残された状態で始まったこのカテゴリーの公式
予選。鎌苅絢音が2分41秒270のトップタイムをマークし、開幕から3戦連続でポールポジションを獲得した。決勝レースではその鎌苅が良いクラッチ
ミートを披露してホールショットをゲット。6番グリッドスタートの澤琥士郎がそれに続く。3番グリッドからスタートした中沢寿寛が澤をパスして2番手
に。鎌苅、中沢、澤のオーダーでオープニングラップを帰ってくる。その後方に石川功真と秀崎隆が続く。そこまでの5台がトップグループを形成し、激
しく順位を入れ替えるバトルを展開。そのバトルはファイナルラップの最終コーナー立ち上がりまで続いたが、澤、中沢、石川のオーダーでチェッ
カー。澤がシリーズ初優勝を飾ると同時にチャンピオンを決めた。

CBR250R Dream Cup表彰式（優勝：澤琥士郎、2位：中沢寿寛、3位：石川功真）

CBR250R Dream Cupの決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/CVHmb7fdMNc?si=0--oWiRW8gJgAQdF&t=23125


レースレポート（1）

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイントランキング等の各種詳細情報は
鈴鹿サーキット公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/


■CBR250RR Dream Cup
公式予選では開幕から2戦連続でポールtoウィンを飾っている藤田悠希がトップタイムをマークしてポールポジションを獲得。決勝レースではそ

の藤田がスタートで出遅れる。5番グリッドスタートの谷川壮洋が良いスタートを披露。しかし、2番グリッドスタートの福井宏至と藤田がすぐに頭ひと
つ抜け出すことに成功すると福井、藤田、谷川のオーダーでオープニングラップを終了。2周目になり谷川も単独3番手に。テールtoノーズのバトルを
展開する藤田と福井の後方で谷川は再び集団に飲み込まれ、トップ2は周回ごとに順位を入れ替えながら後続を引き離し続ける。3番手集団の中で
は次第に筒井伸が単独3番手に。藤田と福井は互いにセクターベストを更新しながら周回。終盤にファステストラップを更新し、福井をも引き離した
藤田が見事全戦ポールtoウィンでシリーズチャンピオンに輝いた。

CBR250RR Dream Cup表彰式（優勝：藤田悠希、2位：福井宏至、3位：筒井伸）

CBR250RR Dream Cup決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（2）

https://www.youtube.com/live/CVHmb7fdMNc?si=L4IHXe-XBnSpMc0a&t=26704


レースレポート（2）
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■インター／ナショナルJP-SPORT
鈴木悠大と船田俊希が公式予選で激しいタイムアタック合戦を展開。アタック5周目に2分29秒285をマークした鈴木がポールポジションを獲得し

た。決勝レースではその鈴木が良いクラッチミートを披露してホールショットをゲット。それに3番グリッドスタートの市原一優が続く。鈴木、市原、2番
グリッドスタートの船田のオーダーでオープニングラップを終了。その3台が4番手以降を引き離しにかかる。2周目になると6番グリッドスタートの埜
口直希がトップグループに接続。埜口は3番手で2周目を終える。三浦雄一、林夢乃、南博之までを含めた7台がトップグループを形成する。3周目に市
原が埜口をパスして3番手に。林が三浦、埜口を立て続けにパスして4番手に浮上する。トップ集団は次第に鈴木、船田、市原、林、埜口の5台での争い
に。船田、鈴木、林のオーダーでチェッカーを受けた。

インターJP-SPORT表彰式（優勝：船田俊希、2位：鈴木悠大、3位：三浦雄一）

インター／ナショナルJP-SPORT決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（3）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=wLwY6WyNHGUuFdAX&t=1447


■インター／ナショナルJP-SPORT　　

ナショナルJP-SPORT表彰式（優勝：林夢乃、2位：市原一優、3位：埜口直希）

ナショナルJP-SPORT車両銘柄賞表彰式（YAMAHA賞：斉藤将広、Honda賞：林夢乃、Kawasaki賞：山本信二、KTM賞：中尾正太）

レースレポート（3）



レースレポート（3）
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■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge
公式予選では針尾大治郎がタイミングボードのトップに。久原 昂士がそれに続いた。決勝レースでは3番グリッドスタートの山本瑠生哉が伸びて

いく。しかし、ホールショットを奪ったのは久原。山本がすぐに久原をパス。久原に針尾が続く。その3台を中心とする8台がトップグループを形成。針尾
が久原と山本を立て続けにパスし、トップで2周目を終了すると、針尾、山本が久原以降を若干引き離す。針尾は山本をも引き離し、単独トップになり
かけるが、4周目になると山本が再び針尾のテールを捉える。久原も山本に接近。5周目の西ストレートで山本がトップに。しかし、すぐに針尾がトップ
に返り咲く。激しいバトルを制したのは針尾。3戦連続ポールtoウィンを決めた針尾がインターJ-GP3のチャンピオンに輝いた。総合2位でチェッカー
を受けた久原がナショナルJ-GP3のチャンピオンを決めた。

インターJ-GP3表彰式（優勝：針尾大治郎、2位：山本瑠生哉、3位：JACKSON MACDONALD）

インター／ナショナルJ-GP3決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（4）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=dPBZoyuzBIyaaA5k&t=5036


■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge

ナショナルJ-GP3表彰式（優勝：久原昂士、2位：中山結互、3位：高橋慶志郎）

レースレポート（4）
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■インターJSB1000
まず羽根巧が公式予選で2分11秒360をマークしてタイミングボードのトップに。杉山優輝がそれに続く。2分11秒009を記録して自己ベストを更新

し、ポールポジションを確実なものとした羽根が決勝レースのスタートで杉山の先行を許す。ホールショットを奪ったのはその杉山。羽根がそれに続
く。すぐに羽根が杉山をパス。羽根、杉山、冨江慧のオーダーでオープニングラップを帰ってくる。その3台はそれぞれ単独走行状態に。羽根は2周目の
セクター2でベストを更新しながら走行。その後方には自身が予選でマークしたベストより速い2分10秒756をマークした杉山が続く。杉山が羽根の
背後に接近すると、コーナーによってINに入る姿勢を見せ、プレッシャーをかける。しかし、羽根が次第に単独トップに。周回ごとにファステストを更新
し、杉山を引き離し続けた羽根がトップチェッカーを受けた。

インターJSB1000表彰式（優勝：羽根巧、2位：杉山優輝、3位：冨江慧）

インターJSB1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（5）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=OHjQalJPeFkni_iU&t=8905


レースレポート（5）

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイントランキング等の各種詳細情報は
鈴鹿サーキット公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/


■ナショナルST600
公式予選ではST600デビューイヤーの堀絢仁が2分16秒137のトップタイムをマーク。それに津田雄飛、竹本周平と続いた。決勝レースでは3番グ

リッドスタートの竹本が良いクラッチミートを披露してホールショットをゲット。それにポールポジションスタートの堀が続く。西ストレートで堀が竹本
をパス。堀、竹本、芝本友暉のオーダーでオープニングラップを帰ってくる。2番グリッドスタートの津田が芝本をパスし、前を行く竹本にも迫る。堀が
単独トップに。竹本、津田、芝本の3台が2番手グループを形成。大金智量が単独5番手となる。津田が2周目に竹本をパスすると、トップを走る堀にも接
近。5周目の1コーナー進入でその津田が堀をパスしてトップに立つ。2台のバトルはファイナルラップまで続いたが、堀がトップチェッカーを受けた。2
位は津田。大金と竹本に競り勝った芝本が3位に入った。

ナショナルST600表彰式（優勝：堀絢仁、2位：津田雄飛、3位：芝本友暉）

ナショナルST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（6）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=TKHeB4r_Es8SWblw&t=12580


レースレポート（6）
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■インターST1000
公式予選が始まってすぐにランキング2位の中堀拓己が2分11秒460の暫定トップタイムをマークしてピットへ。そのまま中堀がポールポジション

を獲得することとなった。決勝レースではその中堀がホールショットを奪い、それに2番グリッドスタートの片平亮輔、7番グリッドスタートの村瀬豊の
オーダーで続く。中堀と片平はオープニングラップから早くも後続を引き離すことに成功。片平が一時的に中堀をパスするが、すぐに中堀がトップに
返り咲く。村瀬が片平に続く3番手でオープニングラップを終える。しかし、片平にジャンプスタートによるライドスルーペナルティが出され、3周目終
了時点で片平がピットIN。それにより、中堀が単独トップとなる。安定したペースで走行を続けた中堀がポールtoウィンで今季初優勝を飾った。2位は
塚原。順位を落とした村瀬が終盤に挽回し、3位でレースを終えた。

インターST1000表彰式（優勝：中堀拓己、2位：塚原渓介、3位：村瀬豊）

インターST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（7）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=x0sfPyMAd1pNogXb&t=19440


レースレポート（7）
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■インターST600
公式予選では三上真矢と平城雄飛が2分15秒台をマーク。ターナー健人がそこに割って入ると、アタック7周目に2分14秒836までベストを更新して

ポールポジションを獲得した。決勝レースではターナーが良いクラッチミートを披露し、ホールショットを奪う。その背後に続くのは3番グリッドスター
トの森山浬。さらに4番グリッドスタートの平城、2番グリッドスタートの三上と続く。三上が2周目の2コーナーで転倒。ターナーは同じく2周目にその時
点のファステストラップである2分15秒432を刻み、後続を引き離しにかかる。森山、平城も単独2番手、単独3番手に。森山は自己ベストを更新し、ター
ナーに接近していく。その2台はテールtoノーズのバトルを展開。森山が5周目にトップに。森山とターナーはファステストラップを塗り替えながらバト
ルを続けたが、森山がトップチェッカーを受けた。

インターST600表彰式（優勝：森山浬、2位：ターナー健人、3位：宮崎隼）

インターST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（8）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=LYrCQVMzSZYj2q4L&t=23056


レースレポート（8）
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■ナショナルST1000
開幕から2戦連続でポールtoウィンを飾っている白岩直樹が公式予選のアタック1周目ヘアピンで転倒。すぐにマシンを修復して2周のみアタック

し、2分16秒637をマークして、なんとポールポジションを獲得することとなった。決勝レースではその白岩がスタートで出遅れるが、オープニングラッ
プの早い段階で順位を回復してトップに。白岩に4番グリッドスタートの竹中淳雄、2番グリッドスタートの古田浩、3番グリッドスタートの伊藤昭夫と続
く。周回ごとに後続を引き離し続ける白岩の後方では古田が竹中をパス。その古田、竹中も単独2番手、単独3番手となりかけたが、4周目になると再
びテールtoノーズの状態に。結局、白岩は2位以降に14秒156ものアドバンテージを築き、3戦連続でポールtoウィンを飾った。最後まで古田と激しい
バトルを続けた竹中が2位。古田が3位でレースを終えた。

ナショナルST1000表彰式（優勝：白岩直樹、2位：竹中淳雄、3位：古田浩）

ナショナルST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（9）

https://www.youtube.com/live/aay_-RQOY_A?si=Qpk7xcpjqRkakGIS&t=26653


レースレポート（9）

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイントランキング等の各種詳細情報は
鈴鹿サーキット公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/


この日、キラリと光ったライダーに一問一答
「Voice of Pick Up Rider」

激戦区ナショナルST600クラスのランキングリーダー

竹本 周平 選手
（浜松チームタイタン／スズキGSX-R600）

【ピックアップライダー／インタビュー（ダイジェスト版）】
Q:もともと竹本選手は四輪レースを目指していたと聞きました
「元々はフォーミュラカーのレースで活躍することを目指していたのですが、大学を卒業後、スズキに入社し、気付いたらバイクレ

ースをしていました」

Q:マシンはGSX-R600。しかも15年前のモデル。ストッククラスでは最新車両の方が有利だと思いますが…
「古いバイクで勝つとみんなが『すごいね！』『頑張ったね！』と言ってくれます。それがうれしいんです。このバイクのポテンシャル
をフルに引き出して走るんだ！という強い気持ちで走っています」

Q:公式予選はどのような展開になりましたか？
「予選日はすごく暑かったので、コースに出たら一発でタイムを出そうと考えて挑みました。予定通り、2周目にクリアラップを取る
ことができ、3番手タイムで予選を終えることができました」

Q:決勝レースは5位フィニッシュでした。どのように戦いましたか？
「スタートで絶対前に出るぞ！という気持ちでホールショットを奪うことができたのは良かったと思います。その後、西ストレート
ではスリップストリームを利用して走るように心掛けました。そこで離されないようにS字やMCシケインで頑張りましたが、頑張
り過ぎてフロントが切れ込んでコースアウト、コースに砂利を巻いてしまいました、皆さんすみませんでした！  最後はタイヤがた
れてしまったのでセーブしながらゴールに向けて走りました」

  「Voice of  Pick up Rider」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ライダーたちのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

→続きはYouTubeでどうぞ

https://youtu.be/pbC2gwMcCZk?si=5MyEPC4rBU2Mnk-K
https://youtu.be/pbC2gwMcCZk?si=_hkly08dH7ppzjqh

